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【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年11月2日(2012.11.2)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１３】
発明の概要
　本願発明の一部は、2S,4Rエナンチオマーが、血漿中の活性な糖質コルチコイドの濃度
を減少させる際に、ラセミケトコナゾールまたは2R,4Sエナンチオマー(ラセミ体中の他の
エナンチオマー)よりも、単位重量あたりでより有効であるという知見、および2S,4Rエナ
ンチオマーは、ラセミケトコナゾールがもたらすような薬物蓄積をもたらさない(または
、有意に低い程度にしか蓄積させない)という知見から生じる。
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